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ま
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づ
く
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討

ゴールイメージ

新
宅
地
創
出

◼ 立地適正化計画に基づく居住誘導

区域や都市機能誘導区域が認知さ

れ誘導施策が実行されている状況

2028年度末に向けた3ヵ年アクションプラン(1/5)
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魅
力
あ
る
空
家
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効
活
用

➢ 居住誘導施策の検討 継続

➢ 立地適正化計画の策定

➢ 類似事例の調査・ヒアリング

➢ 宅地創出に当たっての詳細調査・

現状課題整理（排水容量等）

➢ 地元調整

➢ 開発手続の実施➢ 課題に対する対応手法検討

➢ 開発事業者との調整

◼ 排水インフラ整備や農振除外等、

新宅地創出に当たっての環境的・

制度的条件が充足され、開発事業

が着工可能となっている状態

◼ 関連する開発計画の内容も踏まえ、

どのように景観誘導施策を進めていく

べきか、手法やスケジュールが具体化

されている状態

◼ 空き家対策協議会において、空き家

バンクによる成約数拡大に向けた

具体的な方策が議論され、一部

実行に移されている状態

➢ 景観誘導に係る手法検討 継続

➢ 必要手続の洗い出し

➢ 必要手続の実施

➢ 住民との合意形成

➢ 関連計画への位置づけ

➢ 対策協議会における方針検討 継続

➢ 連携事業者の洗い出し・調整

➢ 対策協議会における合意

➢ 連携事業者の選定・協定等締結

➢ 新たな形態による空き家

バンク運営開始

➢ 居住誘導施策の実行・拡充
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2027年度 2028年度2026年度

ま
ち
づ
く
り
構
想
の
再
検
討

ゴールイメージ

◼ 放課後児童クラブの待機児童が一

定解消されている状態

◼ 居住者誘因の一因となる新たな

子育て支援施策が検討され、かつ

その内容が町外住民にも認識されて

いる状態

2028年度末に向けた3ヵ年アクションプラン(2/5)

育
児
負
担
の
軽
減

女
性
の
活
躍
支
援

継続➢ タイムシェアによる小学校特別教室

の活用開始

➢ 女性活躍セミナーの開催

➢ 地域内外における女性の就労ニーズ

調査

➢ ターゲットニーズに即した支援

施策の展開

（両立セミナーの開催等）

➢ 調査結果を踏まえた今後の施策

検討

◼ 現状のまちにおける女性就労のニーズ

だけでなく、移住者による潜在的な

女性就労ニーズを把握した上で、

ニーズに適した施策を初期的に実行

し、女性就労者数が増え始めている

状態

◼ 小学校の新校舎建設を契機に特色

ある教育プログラムを展開し、域外に

おける子育て世帯に当該取組みが認

知され始めている状態

◼ 試験的に導入された教育カリキュラム

について、本格実装に

向けたの課題等を把握し、今後の検

討の方向性が明確になっている状態

➢ 待機児童に係る現状調査

➢ 新たな育児負担軽減施策の検討

継続 ➢ 助成施策の地域外への周知

（PR施策と連動）

特
色
あ
る
教
育

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
展
開

➢ 総合課程における特色ある

教育プログラムの検討・調査

➢ 関連事業者・他自治体等への

ヒアリング

➢ 新たな教育プログラムの試験的

導入

➢ 英語学習の強化施策に係る検討・

調査

➢ 関連事業者・他自治体等への

ヒアリング

➢ 新たな教育プログラムの試験的

導入

女
性
に
選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り

教
育
の
充
実
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2027年度 2028年度2026年度 ゴールイメージ

2028年度末に向けた3ヵ年アクションプラン(3/5)
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横
芝
駅
周
辺
の

開
発
構
想
検
討

◼ 既存のバス路線を拡充するだけでなく、

運行における合理化や公共ライド

シェア等の新規施策を拡充検討し、

居住者・訪問者にとっての交通利便

性に係る障壁が一定軽減されている

状態

◼ 必要な調査および事業計画策定等

を完了したうえで、開発事業着手に

向けた課題への対応・関係者との

必要な調整が完了している状態

駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り
構
想
の
再
検
討

➢ 地域公共交通計画の改訂

（立地適正化計画との連動）

➢ バス路線の合理化・再編検討 継続

➢ 周辺開発のための基盤整備調査

➢ 有識者会議における検討

➢ 整備すべき機能要件の整理

➢ 誘致すべき民間事業者の導出

➢ 事業者への意向確認・調整

➢ 関係者との合意

➢ 開発着手に向けた手続の推進
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➢ 既存車両を用いた公共ライドシェア

に係る導入・手法等の初期検討

➢ 関係事業者と協議、協力に向けた

手続き推進

➢ 交通施策の推進を踏まえた地域

公共交通計画の更新・修正検討 継続
➢ 新たな交通施策の実施に当たっての

事例研究・SHとの意見交換

➢ 実証事業の検討➢ 整備期間中における賑わい創出の

施策検討・事例研究

➢ 賑わい創出に向けたSHとの

合意形成・事業者との調整

継続



2027年度 2028年度2026年度 ゴールイメージ

交
流
横
断

◼ 関係者からの意見聴取、関係者へ

の情報共有を定期的に行う枠組み

が整備され、まち全体としての合意

形成が図られるとともに、関係者から

必要な協力が得られる状態

2028年度末に向けた3ヵ年アクションプラン(4/5)

検
討

体
制
整
備

海
岸
部
の
活
用
高
度
化

継続➢ 合併20周年イベントの開催

◼ 屋形海岸周辺において必要となる

ハード整備、エリア全体における開発

の方向性について町としてのイメージを

具体化したうえで活用検討パートナー

と内容について合意し、今後の進め

方が明確化された状態

◼ サーフィンなどのアクティビティを核とし

たイベントが開催され、町外からの誘

客活動が一定定着している状態

◼ サイクリングロードの整備・親水施設

のリニューアルなど既存施設の整備・

更新が推進され、より過ごしやすい河

川周辺空間が形成されている状態

◼ レンタサイクルステーションの創設等、

サイクルルートにおける利便性向上の

ため新たに必要なハード整備の要件

が明確化され、実現に向けた事業検

討が進んでいる状態

◼ マルシェなど、サイクリング以外も含め

た幅広い訪問客が楽しめるイベントが

継続的に開催されている状態

◼ 開発において必要となる調査・手続

等を完了するとともに、具体的な

開発計画を策定し、土地所有者か

ら合意形成が図られている状況
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岸
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川
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➢ イベント実績を踏まえた

課題分析

➢ 町内SHとの協議・検討体制整備

➢ 海・川・星を活かしたイベントの開催

➢ 活用検討パートナーの検討状況・

意向把握
継続

➢ 今後必要となり得る開発関連手続

の洗い出し・対応検討

➢ 千葉県との調整 継続

➢ 海岸部施設に係る事業者・町の

管理の在り方検討
➢ 活用検討パートナーおよび千葉県と

の今後の開発方針合意

継続 ➢ 事業着手に向けた法令続等の推進

➢ ジャパンエコトラックおよび周辺

におけるサイクルイベントの開催
継続

➢ 栗山川周辺における必要施設・

機能および整備方針の検討

➢ 今後の施設整備に係る事業者の

模索

➢ 親水施設・周辺道路等整備に係る

県との調整
継続

➢ 施設整備の一部着手

➢ 事業化に向けた具体的な

調査・設計

➢ 地権者との合意形成 継続

➢ 調査を踏まえた必要施設・機能の

具体化

➢ 関係者との調整

➢ 土地区画整理事業としての採択

➢ 誘致企業の検討



2027年度 2028年度2026年度 ゴールイメージ

シ
テ
ィ
ブ
ラ
ン
ド
確
立

◼ プロモーションの統括担当を中心に、

各所管課における施策PRの体制が

整備されている状態

◼ 効果的なプロモーション推進に向け、

各施策担当が必要な知識・スキルを

一定身に着けて効果的なPRが可能

となっている状態

2028年度末に向けた3ヵ年アクションプラン(5/5)

統
一
的
・
中
長
期
的
な

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
体
制
等
の
構
築

➢ プロモーション知見に係る各所管課

への横展開・人材育成

◼ 空港関連従業員や都心在住者に

対し、ブランドコンセプトが一定認知さ

れ、交流人口・関係人口が増加する

とともに、居住者誘致が一定進んで

いる状態

ま
ち
づ
く
り
構
想
の
再
検
討

効
率
的
か
つ
効
果
的
な

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
実
行

継続

➢ 移住定住サイトの課題分析

➢ SNS等を通じた発信強化 継続

➢ 体験交流会の開催による関係人口

創出
継続

➢ 居住者獲得のための効果的なプロ

モーション実施体制の検討

（役割分担等）

➢ プロモーション成果に係る効果検証

サイクルの構築・運用
継続
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➢ 移住定住サイトの更新検討 継続
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